
↑ 神日出男大分県神社庁長より過疎地域等活性化推進施策指定神社の指定書を受け取る宮司 
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奥
田
守
人
会
長
へ
感
謝
状
の
贈
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（1）    妻 垣 神 社 社 報    「   と     も     か     き    」           第 32 号 

第３２号 

本宮「足一騰宮」参道新設工事竣工登初式 

去
る
十
一
月
六
日
、 

本
宮
「
足
一
騰
宮
」
参 

道
新
設
工
事
竣
工
奉
告 

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

本
事
業
は
御
社
殿
創
建 

一
千
二
百
六
十
年
の
記 

念
事
業
と
し
て
実
施
し 

た
も
の
で
す
。 

前
号
（
三
十
一
号
） 

で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た 

が
、
本
宮
は
御
神
山
で 

あ
る
共
鑰
山
の
八
号
目 

に
鎮
座
し
、
そ
の
道
は
傾
斜
三
十
度
と
少
し
険
し
く
、
尚
且
つ

雨
上
が
り
に
は
地
面
は
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
当
社
で
は

ご
参
拝
の
皆
様
に
清
々
し
く
、
そ
し
て
安
全
に
ご
参
拝
い
た

だ
く
た
め
に
、
昨
年
よ
り
参
道
整
備
を
し
て
お
り
、
本
年
は
拝

殿
跡
地
か
ら
本
宮
磐
座
ま
で
の
間
に
、
新
た
に
緩
や
か
な
参

道
を
造
成
す
る
第
二
期
工
事
を
実
施
。
こ
の
度
新
た
な
参
道

が
完
成
し
披
露
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
先
ず
本
社
に
て
竣
工
奉
告
祭
を
斎
行
。
大
分
県
神

社
庁
神
庁
長
を
始
め
総
代
氏
子
崇
敬
者
ら
が
参
列
し
、
御
神

前
に
工
事
完
成
の
旨
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
施

工
業
者
で
あ
る
（
株
）
奥
田
組
に
は
暑
い
最
中
の
工
事
に
も
関

わ
ら
ず
、
心
配
り
の
あ
る
施
工
へ
の
感
謝
を
込
め
、
神
社
よ
り

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
員
で
新
た
な
参
道
入

口
に
移
動
し
、
登
初
式
を
お
こ
な
い
、
宮
司
を
先
頭
に
本
宮
へ

と
参
拝
し
ま
し
た
。 

本
事
業
に
は
氏
子
内
外
よ
り
多
く
の
奉
賛
金
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
御
奉
賛
賜
わ
り
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 



↑
 

本
宮
へ
詣
で
る
人
々
。
初
め
て
参
拝
す
る
人
も
い
ま
し
た 

 

                            

                             

                            

                            

                            

                            

神は人の敬ひによって威を増し、人は神の徳によって運を添ふ              （2）              榊葉に心をかけん 木綿垂でて 思へば神も仏なりけり    西行法師           （２）  

１
２
６
０
年
記
念
事
業 

本
宮
参
道
新
設
工
事
概
要 

 

共鑰山の本宮へ詣でる参道は 15 年前に氏子である小野久夫

氏が作った傾斜 30 度の階段があり、登るにはかなりの負担に

なっていました。今回新たに造成した参道はその道から横へ

と延ばし傾斜を緩やかにするために幾度かつづら折りにし、

登りやすくしました。また下る際の転倒防止のため、道には滑

り止めが施されており、本宮前の階段横には新たに手すりも

設けられました。 

これにより従来からの参道と新たな参道の二方向で本宮へ

参拝することが可能となりました。ちなみに参道の愛称とし

て、従来の道を男坂「久遠の道」、新たな道は女坂「守り人の

道」と呼称しましたのでご報告致します。 

新たな参道を大麻と切麻で祓い清める神職 → 

 

参道入口の結界（しめ縄）を小刀で断つ宮司 ↓ 



当社ではご参拝の皆様に清々しく、そして安

全にご参拝いただくため、社殿の修繕や境内

の環境整備活動を、総代氏子一丸となって懸

命に努めております。 

本活動に賛同いただき、ご奉賛を希望され

る方は左記の内容で受け付けております。 

詳しくは社務所までお問い合わせ下さい。 

特
に
今
年
は
氏
子
外
の
小
さ
な
お
子
さ
ん

連
れ
の
ご
家
族
の
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
お
祭
り
が
に
ぎ
や
か
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。 

音
響
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置 

今
回
、
一
千
二
百
六
十
年
祭
に
併
せ
て

境
内
に
音
響
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。
当

社
の
境
内
は
大
変
広
く
、
作
業
を
す
る
際

な
ど
の
連
絡
に
苦
慮
し
て
い
ま
い
た
。
今

回
の
設
置
で
参
拝
者
へ
の
案
内
誘
導
や
周

辺
地
域
に
ま
で
雅
楽
や
お
は
や
し
な
ど
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
災
害
時
に
も
大
い
に
役
立
つ
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 
↑ 神饌を供え、一千二百六十年祭の祝詞を奏上する宮司           

↓
 

玉
串
拝
礼 

↑ 各地区を巡幸する神輿            ↑ 神楽「大蛇退治」        ↑ 6 回にわけてまいたもちまき 

                            

    

 

  

                

    

                

 

         

                          

                          

            

              

（3）           禁秘御抄「およそ禁中の作法は神事を先にし、他事を後にす」 順徳天皇 

一隅を照らす 此れ則ち国宝なり 

「山家学生式」伝教大師最澄 撰 

《募金方法》 ※銀行振込もしくは現金書留でご納金願います。 

◎銀行振込… ゆうちょ銀行  

記号１７２５０ 番号１２６０２９８１  

口座名義 妻垣神社 （ツマガケジンジャ） 

 ◎現金書留送付先… 下記の住所まで送付ください 

〒872-0506 大分県宇佐市安心院町妻垣 330 番地の 1  

妻垣神社社務所 （☎0978-44-2519） 

本
年
、
令
和
七
年
は
奈
良
時
代
の
天
平

神
護
元
年
（
七
六
五
）
に
宇
佐
宮
の
八
幡

大
神
が
勅
使
石
川
朝
臣
豊
成
に
対
し
、
社

殿
創
建
の
御
神
託
を
下
し
て
よ
り
、
一
二

六
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
社
で
は
節

目
ご
と
に
式
年
祭
を
斎
行
し
て
お
り
、
今

年
の
秋
季
大
祭
に
併
せ
一
千
二
百
六
十

年
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
引
き
続
き
神
幸
祭
を
執

り
行
い
、
氏
子
地
区
へ
三
基
の
神
輿
が
巡

幸
。
各
地
区
で
祈
願
と
も
ち
ま
き
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。 

二
日
目
に
は
恒
例
の
お
神
楽
や
も
ち

ま
き
が
あ
り
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
多
く
の

方
が
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

奉祝 天平神護元年（７６５）御社殿創建 

秋季大祭にあわせ １２６０年祭を斎行 

歴史ある妻垣神社を後世に 

社殿修繕・環境整備活動への御奉賛について 



本
年
は
先
の
大
戦
が
終
結
し
て

よ
り
八
十
年
の
節
目
と
な
り
、
全
国

各
地
で
は
平
和
の
集
い
、
慰
霊
祭
な

ど
が
執
り
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

当
社
で
も
毎
年
八
月
末
に
境
内

忠
魂
碑
に
て
平
和
祈
願
祭
（
慰
霊

祭
）
を
斎
行
し
て
お
り
、
去
る
八
月

二
十
五
日
、
後
藤
竜
也
宇
佐
市
長
や

安
心
院
遺
族
会
塚
崎
会
長
を
始
め

総
代
氏
子
ら
が
参
列
し
、
英
霊
の
御

霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
、
そ
し
て

恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。 

ま
た
九
月
末
に
は
安
心
院
小
学

校
六
年
生
が
神
社
を
訪
れ
、 

で
亡
く
な
ら
れ
た
人
た
ち
が
安
心
院
に
い
た
こ
と
な
ど
始

め
て
聞
く
内
容
ば
か
り
で
し
た
。 

十
月
中
旬
に
は
安
心
院
中
学
校
二
年
生
が
来
社
。
恒
例
の

忠
魂
碑
周
辺
の
安
心
院
校
区
戦
没
者
二
二
二
柱
の
供
養
塔

の
清
掃
活
動
及
び
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
学
習
場
所
と 

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い 

ま
す
。 

 
 

 

校
六
年
生
が
神
社
を
訪
れ
、
忠
魂
碑
周
辺
を
見
学
。

併
せ
て
宮
司
よ
り
戦
時
中
の
安
心
院
の
子
ど
も
達

の
生
活
を
中
心
と
し
た
戦
争
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
戦
時
中
は
食
べ
る
も
の
も
少
な
く
、
道
端
の
草

を
摘
ん
で
飢
え
を
凌
い
で
い
た
こ
と
や
、
忠
魂
碑

に
祀
ら
れ
て
い
る
戦
没
者
の
中
に
は
長
崎
の
原
爆

で
亡
く
な
っ
た
人
。
戦
争
が
終
っ
て
も
ソ
連
シ
ベ

リ
ア
に
抑
留
さ
れ
亡
く
な
っ
た
人
な
ど
戦
場
以
外

で
非
業
の
死
を
迎
え
た
人 

  
 

 

↑ 一基ずつコケを取り除いていく中学生           

↑ 宮司にあいさつする 6 年生。初めて神社に来た子も。 

↓
 

神
職
に
よ
る
「
み
た
ま
な
ご
め
の
舞
」
男
性
が
舞
う
の
は
珍
し
い
と
さ
れ
る 

 
  

         

 

            

  

           

 

     

 

        

 

        

 

                

 

                 

 

       

                          

                       

 

（4）    妻 垣 神 社 社 報    「   と     も     か     き    」           第 ３2 号 

大
分
県
神
社
庁
東
国
東
支
部
・国
東
町
神
社
総
代
会 

国
東
町
八
坂
社 

敬
神
む
つ
た
ま
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

現
在
、
当
社
は
神
社
本
庁
過
疎
対
策
推
進
施
策
神
社
と
し
て

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
去
る
十
月
二
十
六
日
と
十
一
月
六
日

の
二
度
に
わ
た
っ
て
国
東
地
域
の
神
社
関
係
者
が
来
社
し
、
遺

族
会
館
に
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

研
修
で
は
神
社
の
運
営
状
況
や
活
動
な
ど
に
つ
い
て
宮
司
よ

り
説
明
。
参
加
者
か
ら
は
活
発
な
質
問
や
意
見
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。
「
今
ま
で
で
一
番
良
い
研
修
だ
っ
た
」
「
過
疎
が
進
む

氏
子
の
少
な
い
神
社
で
あ
れ
だ
け
の
こ
と
を
し
て
い
る
。
参
考

に
な
っ
た
」
「
宮
司
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
話
に
感
銘
を
受
け
、
元

気
を
頂
い
た
」
「
過
疎
の
中
で
も
神
事
な
ど
手
を
抜
か
な
い
こ

と
に
驚
か
さ
れ
た
」
「
今
日
の
話
を
地
域
の
氏
子
に
も
聞
か
せ

た
い
」
「
自
分
の
地
域
で
の
取
り
組
み
の
参
考
に
し
た
い
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

大東亜戦争終結８０年 

宇佐両院平和祈願祭 

安心院小学校・中学校 

次世代へ受け継ぐ平和学習を開催 
 

妻
垣
神
社
へ
参
拝
研
修 


